
東大阪市被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

様式

生駒山麓地域の土砂災害を想定した市役所内タイムラインを作成取組内容

土砂災害を想定した防災行動計画作成

令和5年度に避難判断指標作成に向けたデータ整理を行った。その情報を基にタイムラインス
テージ移行のトリガーを設定、市役所内の防災に関連のある部署を中心にタイムラインを作成
した。

東部大阪で山麓に市街地を有する自治体を対象に12年間の気象情報を整理
した。避難所の開設に向けた準備にはおおむね3時間が必要となる。避難所
開設のためのリードタイムを見込むには気象警報のみに拠るだけでは困難
であり、大雨警報（土砂）発表から土砂災害警戒情報発表までの経過時間
と累積雨量を整理し、避難判断の指標とするための検討を行った。

大雨警報（土砂）

土砂災害警戒情報

発災

発災までにやるべきこと災害の経過

などなど・・・

ハザードマップ検討委員会の委員を対象にグループワークを実施。
大阪管区気象台、大阪府河川室、八尾土木事務所を迎え勉強会を行い、
地域防災計画から自所属の役割を確認、さらに具体的な防災行動の
洗い出し、防災行動を実施するタイミングを定めた。

令和6年度完成したタイムライン表令和5年度の取組イメージ


